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社会情勢 茨木市におけるまちづくりの進展

（１） 現行計画策定の経緯（策定の必要性）



（２） 改定の目的

2019年３月
（平成30年度）

2014年３月
（平成25年度）

５年

◇本年（2023年）で策定から10年を経過し、新型コロナウイルス感染症による影響や運輸分野の
2024年問題、新技術の開発・展開等、策定時から社会情勢が大きく変化したことや、市内にお
いてもJR総持寺駅の開業や新名神高速ICの供用、大学の移転・進出をはじめとした様々な事業が
進む等、茨木市内の環境も変化している。

◇これらのことから、短・中期で実施した施策全体の評価を行うとともに、現在の茨木市の状況を
踏まえ、これからの10年に向けて計画を改定する。

2023～2024
（令和5～6年度）

５年 概ね10年

短
・
中
期
で
実
施
す
る
交
通
施
策

個別施策の実施

【短期】 【中期】

個別施策の実施 個別施策の実施



①立命館大学いばらきキャンパスの開設（2015年４月）

②西中条奈良線の整備完了（2015年３月）

③茨木松ヶ本線の整備完了（2018年３月）

④ＪＲ総持寺駅の開業（2018年３月）

⑤追手門学院新キャンパスの開設（2019年４月）

⑥新名神茨木千提寺ＩＣの設置（2017年12月）

⑦彩都東部地区の山麓線エリア事業完了（2020年３月）

⑧山麓線（福井地区～安威地区間）の供用開始（2020年３月）

⑨彩都東部地区の中央東地区事業完了（2021年３月）

⑩茨木箕面丘陵線の一部供用開始（2020年10月）

⑪西河原西交差点立体交差化の供用開始（2023年３月）

①文化・子育て複合施設「おにクル」（2023年11月開館予定）

②安威川ダム建設事業（2023年度完了予定）

③ダムパークいばきた（2024年中開業予定）

④彩都東部地区Ａ・Ｃ区域（2026年度末完了予定）

⑤茨木箕面丘陵線（整備中）

⑥庄中央線、市道総持寺駅前線・府道総持寺停車場線(整備中)

⑦病院誘致（2029年度中予定）

⑧茨木寝屋川線（事業化検討中）

⑨市民会館跡地エリア活用事業Ｃ・Ｄエリア（2027年予定）

⑩南目垣・東野々宮土地区画整理事業（2023年度末換地処分予定）

・総合交通戦略策定（2014年３月）後の社会基盤整備の進捗

（３） 茨木市内の環境変化



茨木市における都市交通の課題整理
○現況把握 ○課題整理

将来の交通体系づくりの基本方針の検討
○目指すべき将来像（交通体系）の再確認
○基本方針の再確認

パブリックコメントの実施

◆協議会における主な検討内容（案）

市民アンケート調査
近畿圏パーソントリップ調査 等

（４） 改定に向けたスケジュール

市民アンケート調査
各種実績データ

交通戦略の評価
（短・中期で実施した施策の評価）

短・中期的な都市交通計画の改定
○概ね5～10年後の目標
○目標達成に向けた短・中期的な事業計画の検討
○評価指標・数値目標の見直し
○実行計画、推進体制の検討



（５） 本日、主にご意見（確認）いただきたいポイント



第一 目的

この要綱は、進展する少子・超高齢社会への対応、交通渋滞の緩和、交通に起

因する環境負荷の低減等のため、過度に自家用車利用に依存することなく、徒歩、

自転車、公共交通等の各モードが連携し適切な役割分担のもと、望ましい都市・

地域像の実現を図る観点から、地方公共団体を中心として、関係機関・団体等

が相互に協力し、都市・地域が抱える多様な課題に対応すべく、交通事業とま

ちづくりが連携した総合的かつ戦略的な交通施策の推進を図るものであり、もって

魅力と活力があふれる都市・地域の整備を行うことを目的とする。

資料：国土交通省（H21.3.16）

（６） 都市・地域総合交通戦略要綱（国土交通省）



◇将来像を明確にし、当面重視すべき目標を定め、その実現に必要となる具体的な実行方策をとり
まとめるとともに、時間を区切って施策、事業を検討・実施する。

（７） 総合交通戦略の取組

資料：国土交通省

総合交通戦略策定

将来都市像

施策・事業の進捗と効果の
把握・評価

施策の実施

戦略の見直し
～第２期総合交通戦略策定～

更なる実施

≪取組の流れ≫

（１）都市における現状及び課題

（２）都市が目指す将来像

（３）総合交通戦略の区域

（４）総合交通戦略の目的

（５）目標達成に必要となる施策・事業

（６）関係者の役割分担を踏まえた実施
プログラム

（７）推進体制

（８）その他必要な事項

≪総合交通戦略で定める事項≫



（８） 茨木市の各種計画における位置づけ

・市の総合計画においても、「住みやすさ」や「共創」に重点を置いている。
・今後、第６次総合計画をはじめ各種計画の見直しを行う予定。



（９） 茨木市総合交通戦略

茨木市のまちの将来像茨木市のまちの将来像

◇茨木市総合交通戦略を2014年に策定、長期（概ね20 年以内）において達成すべき目標や施策の
方向性を踏まえ、短期（概ね５年以内）及び中期（概ね10 年以内）での実行計画を示している。

将来像の実現に向けた交通の課題将来像の実現に向けた交通の課題



（９） 茨木市総合交通戦略

基本理念基本理念

基本方針基本方針

◇茨木市総合交通戦略を2014年に策定、長期（概ね20 年以内）において達成すべき目標や施策の
方向性を踏まえ、短期（概ね５年以内）及び中期（概ね10 年以内）での実行計画を示している。



（10） 茨木市の将来の交通体系



（11） 実施する交通施策

施策８ （仮称）JR総持寺駅の整備

施策９駅前広場の整備

テーマ⑤交通結節点の機能強化

将来の交通体系づくりの基本方針

施策１ バス路線の新設・再編等の検討

施策３歩行空間のバリアフリー化

施策10 バスの使いやすさとサービス向上に向けた整備（ハード面）

施策13 （都）茨木松ヶ本線、（都）西中条奈良線等の都市
計画道路の整備

施策14 環状道路の整備検討

施策15 渋滞が発生する交差点での渋滞対策

施策２多様なタクシーサービス等の展開

施策４歩行者安全対策の推進

施策６ レンタサイクル等の利便性向上

施策７地域との協働による、利用しやすい公共交通の検討

施策11 バスの使いやすさとサービス向上に向けた整備（ソフト面）

・山間部での移動手段を確保し、交通結節点である鉄道駅の機

能強化や公共交通の利用環境の改善を行います。また、自

動車交通の円滑化を図り、日々の暮らしや産業、観光など

多様な都市活動を支える交通環境を構築するための施策を

推進します。

・人が集中する中心部においては通過交通が抑制され、活性化

施策と一体となって市民や茨木市を訪れる人が心地よく回

遊できる交通環境を構築するための施策を推進します。ま

た、交通に対する利用者のマナーや意識の向上と一体とな

り、市民が快適に移動できる交通環境を構築するための施

策を推進します。

施策17 歩行スペースの拡大、自転車と歩行者の分離を目的
とした道路空間の再配分の検討

施策18 中心市街地の活力創出に向けたJR茨木駅～阪急
茨木市駅間の一方通行化

施策19 モビリティマネジメントの推進

施策20 歩行者・自転車・自動車利用者の交通ルール・
マナーの啓発

テーマ⑥公共交通利用環境の改善

施策16 送迎バス発着場の設置検討

施策12 新名神高速道路（茨木北IC（仮称））へのアクセス
道路整備

テーマ⑨利用者マナー・意識の向上

施策５安全で快適な自転車利用空間の整備

テーマ②安全な歩行空間の確保

テーマ③安全で快適な自転車利用環境の創出

１．自動車に過度に依存しない、人と環境にやさしく
安全な交通環境の構築

2．多様な都市活動を支え、利用しやすい交通環境の
構築

3．まちの魅力を高める交通環境の構築

テーマ④山間部における公共交通の確保 テーマ⑧中心部での回遊性の高い空間の創出テーマ①市街地における公共交通の充実

テーマ⑦自動車交通の円滑化

実施する交通施策

・本市の交通においては、高齢者など交通弱者の移動手段の中

心となる公共交通を基本とします。また、徒歩や自転車の

通行環境を改善することで、自動車に依存しなくても安全

で快適に移動でき、環境負荷の小さい交通環境を構築する

ための施策を推進します。



（12） 評価指標

（策定時）



◇次回の協議会では、茨木市総合交通戦略で示した施策メニューの実施状況や目標達成状況を確認
したうえで、総合交通戦略の評価を行う。

（13） 交通戦略の評価



◇評価指標の達成状況を市民アンケートにて調査（調査票は、資料７参照）

（14） 市民アンケート

・茨木市総合計画改定に合わせた市民アンケート調査と併せて実施

・現行計画の評価指標の評価に関する設問や、交通施策に対するニーズや意見の把

握のための設問を設定

令和５年７月５日（水） ～ ７月２３日（日）

・16歳以上の茨木市民 5,000人

・配布数：住民基本台帳より、性別及び年齢分布を考慮した上で無作為抽出

・回答者の基本情報

・移動状況（外出頻度、移動手段等）

・市内の移動に関する評価

・交通政策に関する意見 等



・運転免許の保有状況

・利用可能な移動手段

・回答者の基本情報把握

・他の設問とのクロス集計での活用

・前回調査時点からの変化の把握

・外出頻度

・移動手段別利用頻度

・現在の移動について、回答者の基本

情報把握

・前回調査時点からの変化の把握

（全体） ・市内の移動に関する満足度

（手段別）・移動手段別の満足度

・不満に思う内容

・指標の評価

・移動手段別の不満点の把握

・各交通施策の必要性、重要度

・将来的な移動手段確保の不安について

・より良い公共交通に向けた役割分担につ

いて

・公共交通の確保、サービス向上のための

税金投入に関して

・施策等の検討のための基礎資料

◆アンケートの概要



（１） 交通戦略改定に向けた検討体制



（２） 公共交通部会の設置について

①公共交通に関する施策の実施状況・評価

②公共交通事業者が直面している課題

③市街地における公共交通の充実・利用促進策

④山間部における公共交通の維持・確保

...など



（１） 人口動態

◇人口は微増傾向にあるが、今後減少に転じると予想されている。

◇高齢者人口比率は、増加を続けており、少子・高齢化が進展している。今後もその傾向が続くと
予測。

◇市南部地域は、JR・阪急沿線だけでなく駅から離れている地区でも人口密度が高い傾向にある。

◇市南部地域や彩都周辺で人口が増加している。

出典：１）S60～R2人口は、国勢調査より
２）R7～R27人口は、出典：『日本の市区町村別将来推計人口』、国立社会保障・人口問題研究所）より



国道171号

八
尾
茨
木
線

茨
木
亀
岡
線

（１） 人口動態

凡例
人口

1～100人未満
100～300人未満
300～500人未満

500～1,000人未満
1,000～3,000人未満

3,000人～
施設
◎ 市役所

道路
高速自動車道
一般国道
主要地方道
一般府道

鉄道
大阪モノレール
JR京都線
阪急京都線
東海道新幹線

行政界
行政界

100人以上減
30～100人減
0～30人減
0～30人増
30～100人増
100人以上増

出典：H22,R2国勢調査
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宇野辺駅 南茨木駅 沢良宜駅 阪大病院前駅 豊川駅 彩都西駅

◇ JR茨木駅、阪急京都線、大阪モノレールの各駅の乗降客数は、新型コロナウイルスが流行した
R2に大きく減少しているものの、R3には増加に転じている。

◇高齢化社会を迎え、高齢者による移動が増加することと予想され、鉄道等の果たす役割がより一
層重要となることが想定される。

資料：大阪府統計年鑑

資料：茨木市統計書※乗車客数しか数値が無い為、乗車客数を2倍した数値を乗降客数とした

（２） 鉄道利用状況
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（３） 路線バス利用状況

資料：事業者提供資料資料：茨木市統計書

◇市内では、路線バス３社が運行されており、主に
阪急バスが中心地域から北部地域、近鉄バスが中
心地域から南部地域、京阪バスが中心地域から東
部地域を運行している。

◇バス利用者は、微増傾向にあったが、3社とも新型
コロナウイルスが流行したR2に大きく減少。回復
傾向にあるが、コロナ前の水準には戻っていない。

◇ JR茨木駅～阪急茨木市駅間は3社が重複している。
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3,000台以上減
0～3,000台減
0～3,000台増
3,000台以上増
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（４） 自動車交通

出典：H22,R3道路交通センサス

凡例

自動車交通量（台/日）
～5,000

5,000～10,000
10,000 ～ 30,000
30,000 ～ 50,000
50,000～

施設
◎ 市役所

鉄道
東海道新幹線
その他鉄道

行政界
行政界

◇国道171号、大阪中央環状線、枚方茨木線など、市の平野部の交通量が多い。

◇市内主要道路では交通量が減少している区間もあるが、国道171号等、交通量が増加している路
線もみられる。



（５） 概況まとめ



【第２回 茨木市総合交通戦略改定協議会】

◇ 開催予定 ： 令和５年１１月２０日（月） 午前10時開始

◇ 主な議題（案）

・施策の実施状況の報告

・評価指標の達成状況の報告

・交通戦略の評価

・現在の都市交通の課題整理について など


